2018年　沖縄県知事選挙　模擬選挙　新聞・選挙公報等を活用した指導案
	■単元の目標

· 沖縄県知事選挙を題材として、選挙公報から、候補者が主張したいことを読み取り、選挙の争点を理解すること、模擬選挙を体験することで、選挙への興味・関心が高まることを意図する。
· また、日本の安全保障政策と、沖縄県での基地問題を合わせて考察することにより、公平性や人権問題、安全保障など多様な観点から在日米軍基地問題を捉えられるように意図する。
· また、修学旅行で沖縄へ行った生徒にとっては、修学旅行の体験や事前学習を思い出して、授業に臨むとより効果的である。


■授業計画（５０分×４時間）

	時間
	学習内容
	生徒の学習活動
	教師の指導・留意点
	評価

	１・２・
３時間目
	○教科書などを使用して、日本の安全保障政策を扱う。
○沖縄の負担と振興策を扱う。
	○教科書などから、日本の安全保障政策を理解する。
○沖縄の基地負担、沖縄の米兵・軍属による事件・事故と日米地位協定、政府の沖縄振興策を理解する。
	○日本の平和憲法、自衛隊、日米安全保障条約、条約の改定、集団的自衛権などを扱う。
○沖縄が受けている利益と損害を事実に基づいて扱う。
	学習内容の理解度

	４時間目
	○新聞各紙の報道や意見の違いを理解する。

○選挙公報で候補者の政策など情報を知る。
○沖縄県知事選挙の主な争点を扱う。
○模擬選挙を行う。
	○沖縄知事選挙について新聞各紙の社説などを読み比べる。
○班に分かれて、各候補の公約や経歴、支持されている政党などを調べる。

○米軍基地問題や経済振興策について、どのような意見があり、どのように対立しているのか理解する。
○模擬選挙に投票する。
	○新聞各紙の特色を理解できるように指導する。
○各候補が主張したいことを見つけるよう伝える。
○分からない言葉はインターネット等で調べたり、班員で考えた上で教員に聞くよう指導する。
○短時間ではあるが、自分の意見をまとめて、投票するよう促す。
	読み取り学習の充実度
班の活動への参加度
調べ学習の様子
ワークシートの充実度


	■準備物

選挙公報、県知事選争点情報、ワークシートなど


【ワークシート例】
	· 8月8日、沖縄県の翁長雄志知事が膵がんで急逝。それにともなう沖縄県知事選挙が9月13日に告示され、9月30日に投票（即日開票）が行われる。


	Ｑ１．何が争点なの？ 何が注目ポイントなの？


　⇒＜新聞・スマホ等から読み取る＞
⇒普天間基地の移設に伴う「辺野古への新基地建設」について反対し、政府と対立して
いた翁長知事。その後継者（新基地建設反対）と、政府寄りの意見（新基地建設賛成）
　　の人々との対立。全国的に注目を集めているので過去最大の10人が立候補（見込）。
	Ｑ２．どんな人が立候補しているの？


　⇒＜候補者の経歴・主張などを新聞・スマホ等から読み取る＞
　⇒＜選挙公報を読む＞
	Ｑ３．争点①「辺野古への新基地建設」について


　⇒＜説明プリント（教員の解説があってもよい）を読んで、自分の意見を書く＞
　⇒＜班で意見を共有し、意見交換をする＞

説明プリントの内容（案）：沖縄の基地問題


　・本土復帰後も、在日米軍基地の90％以上が沖縄に存在


　・米軍・軍属による事故・事件と住民の抗議


　・日米地位協定による加害者保護


　・鳩山政権の公約「最低でも県外」→実現できず


　・“世界一危険な基地”と言われる普天間基地の移設








